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だ
？
」
と
い
う
叫
び
が
当
て
は
ま
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
乖
離
に
で
き
る
だ
け
架
橋
し
た
い
。

四　

 

本
書
の
構
成

　

ま
ず
、
第
1
章
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
誕
生
か
ら
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
活
躍
ま
で
の
半
生
を
た
ど
る
。
現
代
大
統
領
制
が
確
立

し
、
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
が
そ
れ
を
熱
心
に
応
援
し
た
時
代
で
あ
る
。『
僕
の
残
り
半
分
は
ど
こ
だ
？
』
と
い
う
最
初

の
自
伝
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
か
ら
政
治
へ
、
リ
ベ
ラ
ル
か
ら
保
守
へ
、
最
初
の
結

婚
か
ら
二
度
目
の
結
婚
へ
と
い
う
、
彼
の
人
生
の
変
遷
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
、
ラ
ジ
オ
か
ら
映
画
、
テ
レ
ビ

へ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
に
も
呼
応
し
て
い
る（
82
）。

　

第
2
章
は
、
主
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
を
扱
う
。
政
治
的
に
は
、
そ
れ
は
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

. 

Eisenhow
er

）
政
権
下
の
保
守
優
位
の
時
代
で
あ
り
、
冷
戦
の
時
代
で
あ
っ
た
。
国
内
的
に
は
、
大
統
領
も
ハ
リ
ウ
ッ
ド
も

「
赤
狩
り
」
に
苦
し
ん
だ
。「
レ
ー
ガ
ン
の
時
代
」
た
る
八
〇
年
代
は
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
、
こ
の
五
〇
年
代
を
模

倣
・
再
現
し
た
側
面
が
多
い
。
本
書
で
は
、
五
〇
年
代
と
八
〇
年
代
の
比
較
を
意
識
し
て
み
た
い
。

　

第
3
章
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
が
「
右
派
の
Ｆ
Ｄ
Ｒ
（
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
）」
と
し
て
期
待
を
集
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
知
事
、
さ
ら
に
は
大
統
領
候
補
に
な
る
軌
跡
を
た
ど
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
公
民
権
運
動
の
高
ま
り
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
深
刻
化
、
そ
し
て
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
に
よ
る
現
代
大
統
領
制
の
動
揺
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
政
治
の
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
化
と
セ
レ
ブ
の
政
治
化
が
あ
っ
た（
83
）。
こ
の
間
に
、
現
代
大
統
領
制
は
深
手
を
負
い
、
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画
は
終
焉
し
た
。

　

第
4
章
か
ら
第
6
章
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
大
統
領
時
代
で
あ
る
。
た
だ
し
、
個
別
の
政
策
を
検
証
す
る
の
で
は
な
く
、
先
述
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の
よ
う
に
、
映
画
を
中
心
と
し
た
文
化
と
政
治
の
関
係
、
そ
し
て
、
現
代
大
統
領
制
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
レ
ー
ガ
ン
の
政

治
ス
タ
イ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
に
注
目
す
る
。

　

終
章
で
は
そ
れ
ま
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
、
レ
ー
ガ
ン
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
タ
イ
ル
や
映
画
と
政
治
の
関
係

に
つ
い
て
、
縦
軸
と
横
軸
の
比
較
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
縦
軸
で
は
、
ま
ず
同
じ
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
と

カ
ー
タ
ー
を
検
証
す
る（
84
）。
次
い
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
を
は
じ
め
と
す
る
「
レ
ー
ガ
ン
の
弟
子
た
ち
」「
レ
ー

ガ
ン
の
子
供
た
ち
」
の
系
譜
を
扱
う
。
た
と
え
ば
、
映
画
俳
優
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
に
転
じ
た
ア
ー
ノ
ル
ド
・
シ

ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
（A

rnold Schw
arzenegger

）
は
、
レ
ー
ガ
ン
の
亜
流
と
言
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
（D

onald T
rum

p
）
も
レ
ー
ガ
ン
を
意
識
し
て
い
る（
85
）。
横
軸
と
し
て
は
、
同
時
代
の
他
国
の
政
治
指
導
者
の
中

か
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
中
曾
根
康
弘
を
取
り
上
げ
、
と
り
わ
け
、
日
本
で
の
研
究
と
し
て
後
者
に
注
目
す
る（
86
）。
こ
う
し
た

比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
レ
ー
ガ
ン
の
人
生
を
た
ど
る
過
程
に
も
、
彼
ら
に
は
時
々
「
出
演
」
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
を
案
内
役
と
し
て
、
二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
映
画
と
政
治
の
相
互
作
用
を
め
ぐ
る
旅
に
出
る
と
し

よ
う
。◆

注
（
1
）　

こ
れ
を
「
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
的
映
画
史
観
」
と
す
る
批
判
も
あ
る
。
加
藤
幹
郎
『
映
画
館
と
観
客
の
文
化
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六

年
）
四
六
│
四
八
頁
。

（
2
）　

ジ
ャ
ン
=ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ロ
ド
ン
／
野
崎
歓
訳
『
映
画
と
国
民
国
家
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
六
頁
。

（
3
）　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／
浅
井
健
二
郎
編
訳
／
久
保
哲
司
訳
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ⅰ
│
│
近
代
の
意
味
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
）。
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SA
LT

-II

）
に
つ
い
て
も
、「
塩
（salt

）
が
効
き
す
ぎ
て
身
体
に
悪
い
」
と
冗
談
の
種
に
し
て
き
た
。
そ
の
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
│
Ⅱ

は
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
の
た
め
に
、
連
邦
議
会
上
院
で
批ひ

准じ
ゅ
んさ

れ
な
い
ま
ま
、
そ
れ
こ
そ
「
塩
漬
け
」
に
な
っ

て
い
た
。
交
渉
再
開
を
求
め
る
ソ
連
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（Leonid B

rezhnev

）
書
記
長
か
ら
の
親
書
を
、
新
大

統
領
は
受
け
取
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
観
測
気
球
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
交
渉
に
は
乗
ら
ず
、
し
か
し
、
ヘ
イ
グ

の
助
言
を
容
れ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
│
Ⅱ
の
枠
組
み
を
遵
守
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
示
し
た
。

　

そ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
。
だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
に
と
っ
て
も
「
ト
ロ
イ
カ
」
に
と
っ
て
も
、
新
政
権
の
最
優
先
の
政
策
課
題

は
経
済
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
と
失
業
問
題
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
も
そ
う
助
言
し
て
い
た
し
、
そ
れ
は
世
論
調
査

の
示
す
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
他
方
、
ヘ
イ
グ
は
対
ソ
外
交
の
巻
き
返
し
を
最
重
視
し
て
い
た
。
時
と
し
て
国
務
長
官
は
大

統
領
よ
り
も
過
激
で
、
キ
ュ
ー
バ
に
つ
い
て
「
あ
の
い
ま
い
ま
し
い
（f_____g

）
島
を
駐
車
場
に
し
て
や
ろ
う
」
と
語
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た（
70
）。

　

国
防
長
官
は
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
で
あ
る
。
彼
は
か
つ
て
レ
ー
ガ
ン
知
事
の
財
務
長
官
を
務
め
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
で
も
行
政

管
理
予
算
局
長
と
し
て
大
胆
な
予
算
削
減
策
を
実
施
し
て
、「
キ
ャ
ッ
プ
・
ザ
・
ナ
イ
フ
」（Cap the K

nife

）
の
異
名
を
と

っ
た
。
し
か
し
、
彼
は
レ
ー
ガ
ン
以
上
の
対
ソ
強
硬
論
者
で
あ
り
、
国
防
予
算
の
大
幅
増
額
に
務
め
る
。
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー

は
し
ば
し
ば
色
鮮
や
か
な
図
表
を
用
い
て
説
明
し
、
大
統
領
の
理
解
と
支
持
を
得
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
国
家
安
全
保

障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
風
の
短
編
映
画
を
制
作
し
て
、
各
国
首
脳
に
つ
い
て
の
大
統
領
の
理
解
を
促
す
。

ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
国
防
長
官
は
ヘ
イ
グ
国
務
長
官
と
は
権
限
を
め
ぐ
っ
て
、
後
述
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
行
政
管
理
予
算
局
長
と

は
予
算
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
く
対
立
す
る
。

　

そ
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
は
回
想
し
て
い
る
。
国
防
予
算
に
つ
い
て
の
大
統
領
へ
の
説
明
に
、
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
「
尊
大
な

漫
画
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
三
人
の
兵
士
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
人
は
何
も
武
器
を
持
た
な
い
ピ
グ
ミ
ー
だ
っ
た
。
カ
ー
タ
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ー
予
算
を
象
徴
し
て
い
た
。
次
の
男
は
ウ
ッ
デ
ィ
・
ア
レ
ン
の
よ
う
な
顔
を
し
た
、
四
つ
目
の
い
か
に
も
弱
虫
の
感
じ
で
、

小
銃
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
│
│
私
か
も
？
│
│
Ｏ
Ｍ
Ｂ
〔O

ffice of M
anagem

ent and B
udget, 

行
政
管
理
予
算
局
〕
の

防
衛
予
算
だ
。
最
後
の
一
人
は
ま
さ
に
Ｇ
Ｉ
ジ
ョ
ー
で
、
体
重
が
一
九
〇
ポ
ン
ド
も
あ
り
そ
う
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
防
弾
チ
ョ

ッ
キ
を
着
こ
み
、
Ｍ
│
60
マ
シ
ン
ガ
ン
を
威
嚇
す
る
よ
う
に
│
│
ま
た
も
私
に
向
け
て
？
│
│
構
え
て
い
る
。
こ
の
堂
々
と

し
た
兵
士
は
、
そ
う
、
国
防
総
省
の
予
算
案
を
表
し
て
い
た
」「
あ
ま
り
に
も
幼
稚
で
卑
し
く
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
出
の
閣
僚

が
、
よ
く
こ
ん
な
も
の
を
合
衆
国
大
統
領
に
見
せ
ら
れ
た
な
と
、
私
は
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
彼
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
が
セ
サ
ミ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
出
演
中
だ
、
と
で
も
思
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」（
71
）。
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
は
皮
肉
た
っ
ぷ
り

に
語
っ
て
い
る
が
、
映
画
や
テ
レ
ビ
と
融
合
し
た
レ
ー
ガ
ン
政
治
の
本
質
を
期
せ
ず
し
て
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

大
統
領
選
挙
で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
ケ
ー
シ
ー
は
、
待
望
の
国
務
長
官
で
は
な
く
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
の
職
に
就
い
た
。
彼
も
対

ソ
強
硬
論
者
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
秘
密
工
作
を
重
ね
る
。「
ビ
ル
・
ケ
ー
シ
ー
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
レ

ー
ガ
ン
大
統
領
に
客
観
的
な
情
報
を
報
告
す
る
ど
こ
ろ
か
、
大
統
領
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
情
報
を
と
り
そ
ろ
え
た
。
だ
が
、

そ
れ
は
単
に
レ
ー
ガ
ン
の
政
策
を
支
援
す
る
た
め
の
情
報
で
は
な
く
、
ビ
ル
・
ケ
ー
シ
ー
の
政
策
選
好
を
支
え
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
の

デ
ー
タ
で
あ
っ
た
」（
72
）。
彼
は
辣ら

つ

腕わ
ん

だ
が
、
言
語
不
明
瞭
で
日
ご
ろ
か
ら
謎
め
い
て
い
た
。
の
ち
に
、
ケ
ー
シ
ー
も
ワ
イ
ン

バ
ー
ガ
ー
も
、
イ
ラ
ン
・
コ
ン
ト
ラ
事
件
で
重
大
な
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る（
73
）。

　

財
務
長
官
に
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
リ
ー
ガ
ン
（D

onald R
egan

）
が
起
用
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ー
ル
街
の
大
手
証
券
会
社
メ
リ

ル
・
リ
ン
チ
の
会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
（Chief Executive O

fficer: CEO

）
と
し
て
、
辣
腕
を
振
る
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
経
済
学
に
基
づ
い
て
、
後
述
の
よ
う
に
「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
を
推
進
し
た
。
政
権
二
期
目
に
は

ベ
ー
カ
ー
と
交
代
し
て
大
統
領
首
席
補
佐
官
と
な
り
、「
首
相
」
の
あ
だ
名
を
進
呈
さ
れ
た
が
、
政
敵
が
多
く
、
と
り
わ
け

大
統
領
夫
人
の
ナ
ン
シ
ー
と
対
立
す
る
。
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先
述
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
行
政
管
理
予
算
局
長
は
弱
冠
三
十
四
歳
、
過
去
百
五
十
年
間
で
最
も
若
い
閣
議
出
席
メ
ン
バ
ー

（
閣
僚
級
）
と
な
っ
た
。
彼
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
神
学
部
を
卒
業
し
た
だ
け
あ
っ
て
原
理
・
原
則
に
う
る
さ
く
、
レ
ー
ガ
ン

以
上
に
レ
ー
ガ
ン
的
に
予
算
削
減
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
。
社
会
保
障
費
を
守
り
国
防
費
を
増
や
し
、
予
算
均
衡
よ
り
も
景

気
回
復
を
優
先
す
る
大
統
領
の
姿
勢
を
、
彼
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ヘ
イ
グ
同
様
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ン
も
「
ト
ロ
イ

カ
」
を
中
心
と
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
に
反
発
す
る
。

　

ス
ト
ッ
ク
マ
ン
は
大
統
領
候
補
だ
っ
た
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
元
側
近
で
あ
り
、
ベ
ー
カ
ー
は
フ
ォ
ー
ド
、
ブ
ッ
シ
ュ
陣
営
に

い
た
。
運
輸
長
官
に
起
用
さ
れ
た
ル
イ
ス
も
、
一
九
七
六
年
の
大
統
領
選
挙
に
際
し
て
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
で
レ
ー
ガ
ン

の
勝
利
を
阻
ん
だ
人
物
で
あ
る
。
八
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
コ
ナ
リ
ー
候
補
の
陣
営
で
報
道
官
を
務
め
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ

レ
デ
ィ
（Jam

es B
rady

）
は
、
大
統
領
報
道
官
に
任
じ
ら
れ
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
が
有
力
な
政
敵
を
四
人
ま
で
も
主
要
閣
僚

と
し
て
政
府
に
迎
え
た
故
事
は
、「
チ
ー
ム
・
オ
ブ
・
ラ
イ
バ
ル
ズ
」（team

 of rivals

）
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（
74
）。

実
は
、
レ
ー
ガ
ン
も
同
様
の
人
事
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

い
か
に
も
レ
ー
ガ
ン
ら
し
い
人
事
も
あ
っ
た
。
一
九
七
六
年
の
共
和
党
予
備
選
挙
で
副
大
統
領
候
補
に
選
ん
だ
シ
ュ
ワ
イ

カ
ー
を
、
保
健
福
祉
長
官
に
起
用
し
た
の
で
あ
る
。
負
け
戦
に
付
き
合
っ
た
返
礼
で
あ
る
。
ま
た
、
長
身
の
二
枚
目
俳
優
ジ

ョ
ン
・
ギ
ャ
ビ
ン
（John G

avin

）
が
メ
キ
シ
コ
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド
役
に
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
（
実
現
は
し
な
か
っ
た
）。
レ
ー
ガ
ン
同
様
、
ギ
ャ
ビ
ン
も
Ｓ
Ａ
Ｇ
の
委
員
長
を
務
め
て
い
た
（
七
一
│

七
三
年
）。
大
使
と
し
て
は
、
彼
は
麻
薬
対
策
に
尽
力
し
、
メ
キ
シ
コ
で
の
反
米
感
情
に
対
峙
し
た
。

　

た
だ
し
、
関
心
の
乏
し
い
分
野
の
人
事
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
は
側
近
た
ち
の
助
言
に
頼
っ
た
。
た
と
え
ば
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ピ
ア
ー
ス
（Sam

uel Pierce

）
住
宅
都
市
開
発
長
官
で
あ
る
。
彼
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
閣
僚
の
中
で
、
唯
一
の
黒
人
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
と
ピ
ア
ー
ス
の
関
係
は
、
相
棒
も
の
映
画
と
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
ピ
ア
ー
ス
長
官
が
黒
人
の
市
長
た
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ち
の
一
団
を
オ
ー
ヴ
ァ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
に
連
れ
て
行
っ
た
時
、
別
れ
際
に
レ
ー
ガ
ン
は
彼
に
ま
で
「
さ
よ
な
ら
、
市
長
」
と

声
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
種
差
別
的
な
態
度
で
は
な
く
、
無
関
心
の
発
露
で
あ
っ
た
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
の
ち
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
を
史
上
初
め
て
閣
僚
に
起
用
す
る
し
、
八
年
間
で
三
人
の
女
性
を
入
閣
さ
せ
て
も

い
る
。
そ
の
一
人
が
民
主
党
の
対
ソ
強
硬
論
者
ジ
ー
ン
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
（Jeane K

irkpatrick

）
で
、
女
性
と
し
て

初
め
て
閣
僚
級
の
国
連
大
使
の
職
に
就
い
た
。
ま
た
、
大
統
領
は
サ
ン
ド
ラ
・
オ
コ
ナ
ー
（Sandra D

ay O
’Connor

）
を
、

こ
れ
も
女
性
と
し
て
初
め
て
最
高
裁
判
所
判
事
に
指
名
し
て
い
る
。
女
性
票
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
票
の
獲
得
が
少
な
い
こ
と

を
、
そ
れ
だ
け
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

明
ら
か
に
失
敗
の
人
事
も
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
教
育
省
の
廃
止
を
選
挙
公
約
に
し
て
い
た
が
、
果
た
せ
ず
、
テ
レ
ル
・

ベ
ル
（T

errel B
ell

）
を
長
官
に
据
え
た
。
だ
が
、
ベ
ル
は
議
会
の
一
部
や
教
職
員
組
合
と
も
連
合
し
て
省
益
の
拡
大
を
図

る
。
ま
た
、
保
守
派
の
意
向
を
受
け
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ッ
ト
（Jam

es W
att

）
を
内
務
長
官
に
し
た
も
の
の
、
彼
は
環

境
保
護
に
反
対
し
、
規
制
緩
和
を
極
端
に
進
め
た
た
め
、
議
会
共
和
党
の
支
持
さ
え
得
ら
れ
な
か
っ
た
。「
私
は
民
主
党
員

と
共
和
党
員
と
い
う
表
現
を
用
い
な
い
。
リ
ベ
ラ
ル
と
ア
メ
リ
カ
人
と
だ
」
と
彼
は
公
言
し
、
民
主
党
を
侮
辱
し
さ
え
し
た
。

ワ
ッ
ト
は
二
年
足
ら
ず
で
退
任
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
人
事
の
失
敗
は
保
守
派
の
失
望
を
招
き
、「
レ
ー
ガ
ン
を
レ

ー
ガ
ン
ら
し
く
し
ろ
」
と
憤
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
の
地
元
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
あ
る
フ
ー
ヴ
ァ
ー
戦
争
・
革
命
・
平
和
研
究

所
（H

oover Institution on W
ar, R

evolution, and Peace
）
や
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
公
共
政
策
研
究
所

（A
m
erican Enterprise Institute

）、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
（H

eritage Foundation

）
と
い
っ
た
保
守
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

が
、
新
政
権
に
豊
か
な
人
材
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
供
し
た
。
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
な
ど
は
、
一
六
〇
〇
人
も
の
学
者
の
名
前
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
登
録
し
て
、
政
策
論
争
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
備
え
て
い
た
。
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
や
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ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
東
部
の
名
門
大
学
の
教
授
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
を
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
は
こ
れ
ら
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が

担
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
以
来
の
譜
代
か
外
様
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重
視
の
保
守
派
か
実
務
重
視
の
穏
健
派
か
、

内
政
優
先
か
外
交
重
視
か
と
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
人
間
関
係
は
幾
重
に
も
も
つ
れ
合
っ
て
対
立
し
、
映
画
さ
な
が
ら
の
宮
廷

劇
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
情
報
漏
洩
は
日
常
茶
飯
事
と
な
る
。

迷
宮
の
中
の
日
常

　

こ
の
迷
宮
の
中
で
、
レ
ー
ガ
ン
は
国
家
元
首
と
し
て
の
象
徴
的
な
機
能
を
巧
み
に
果
た
し
な
が
ら
も
、
行
政
府
の
長
と
し

て
は
効
果
的
な
統
治
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
の
右
手
は
左
手
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
つ
ね
に
知
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
彼
自
身
が
語
っ
た
よ
う
に
、
政
権
内
の
混
乱
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
レ
ー
ガ
ン
は
政
策
の
詳

細
に
は
習
熟
せ
ず
、
い
っ
た
ん
決
断
す
る
と
、
部
下
た
ち
に
そ
の
実
行
を
全
面
的
に
委
ね
た
。
大
統
領
の
関
心
と
直
感
が
連

動
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
が
、
そ
う
で
な
い
と
時
と
し
て
悲
劇
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、「
実
際
的
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」

と
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
は
基
本
的
に
柔
軟
で
現
実
的
で
あ
っ
た
し
、
彼
に
最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
妻
ナ
ン
シ
ー
も
、
夫
の

評
判
を
守
る
た
め
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
現
実
に
基
づ
い
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
。

　

知
事
夫
人
時
代
と
同
様
、
否
、
そ
れ
以
上
に
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
も
ナ
ン
シ
ー
は
華
美
で
贅
沢
だ
と
批
判
さ
れ
た
。
一

九
八
二
年
三
月
に
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
晩
餐
会
で
、
彼
女
は
中
座
し
、
黄
色
の
ブ
ー
ツ
な
ど
奇
抜
な
品
々
に
身

を
包
ん
で
再
登
場
し
て
、「
古
い
洋
服
、
古
い
洋
服
ば
か
り
」
と
当
時
の
流
行
歌
の
替
え
歌
を
歌
っ
て
満
座
を
沸
か
し
た
。

華
美
と
い
う
日
ご
ろ
の
批
判
へ
の
お
返
し
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
権
二
期
目
に
な
る
と
、
ナ
ン
シ
ー
は
『
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ス
』
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
の
司
会
を
務
め
、
若
手
の
芸
術
家
た
ち
を
世
に
紹
介
し
た
。
彼
女
も
フ
ァ
ー
ス
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ト
・
レ
デ
ィ
ー
と
し
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
の
経
験
を
巧
み
に
活
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
を

意
識
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

レ
ー
ガ
ン
に
は
、
怠
惰
だ
と
い
う
批
判
が
し
ば
し
ば
向
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
高
齢
の
大
統
領
は
毎
日
昼
寝
の
時
間
を

と
り
、
あ
ま
り
働
か
な
か
っ
た
と
批
判
さ
れ
る
が
、
正
確
で
は
な
い
。
彼
は
昼
寝
を
し
な
か
っ
た
し
、
オ
ー
ヴ
ァ
ル
・
オ
フ

ィ
ス
を
去
る
時
に
は
通
常
多
く
の
書
類
を
持
ち
帰
り
、
夜
遅
く
ま
で
原
稿
を
書
き
日
記
を
綴
っ
た
。「
緊
急
時
に
は
い
つ
で

も
私
を
起
こ
す
よ
う
に
と
命
じ
て
あ
る
。
た
と
え
閣
議
の
最
中
で
も
例
外
で
は
な
い
」
│
│
レ
ー
ガ
ン
は
力
ん
で
反
論
す
る

よ
り
、
得
意
の
ジ
ョ
ー
ク
で
批
判
を
か
わ
し
た
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
大
統
領
職
に
敬
意
を
示
し
、
オ
ー
ヴ
ァ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
で
は
つ
ね
に
ネ
ク
タ
イ
と
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け

て
い
た
。
だ
が
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
離
れ
る
こ
と
に
も
熱
心
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
週
末
は
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
で

過
ご
し
た
。
そ
こ
で
の
夜
に
、
レ
ー
ガ
ン
夫
妻
は
往
年
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
や
時
に
は
最
近
の
映
画
を
楽
し
ん
だ
。
一
九
八

一
年
一
月
三
十
一
日
に
ボ
ブ
・
ク
ラ
ー
ク
（B

ob Clark

）
監
督
／
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ
ン
主
演
の
コ
メ
デ
ィ
『
マ
イ
ハ
ー

ト
・
マ
イ
ラ
ブ
』（Tribute, 1980

）
を
観
賞
し
て
か
ら
、
八
九
年
一
月
十
四
日
に
自
ら
が
出
演
し
た
『
バ
フ
ァ
ロ
ウ
平
原
』

を
堪
能
す
る
ま
で
、
大
統
領
夫
妻
が
観
賞
し
た
映
画
は
確
認
で
き
る
だ
け
で
三
六
〇
本
を
超
え
る
。
自
分
の
出
演
作
で
は
、

「
ギ
ッ
パ
ー
」
を
演
じ
た
『
ニ
ュ
ー
ト
・
ロ
ッ
ク
ニ
ー
』
が
一
番
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た（
75
）。

　

だ
が
、
意
外
に
も
在
職
中
に
最
も
頻
繁
に
映
画
を
見
た
大
統
領
は
、
カ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
そ
の
数
は
、
四
年
間
で
四
〇
〇

本
で
あ
る（
76
）。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
コ
メ
デ
ィ
を
最
初
に
観
賞
し
た
が
、
カ
ー
タ
ー
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
最
初
に
観
た

作
品
は
、『
大
統
領
の
陰
謀
』
で
あ
っ
た
。「
私
は
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
が
か
つ
て
身
を
お
い
た
こ
の
場
所
と
責
任
が
、

今
は
自
分
の
も
の
で
あ
る
現
実
に
奇
妙
な
感
じ
を
抱
い
た
」
と
、
彼
は
一
月
二
十
二
日
の
日
記
に
綴
っ
て
い
る（
77
）。

　

そ
の
ニ
ク
ソ
ン
も
映
画
愛
好
家
で
、
大
統
領
在
職
中
の
五
年
七
カ
月
間
に
観
賞
し
た
映
画
は
五
〇
〇
本
を
数
え
る
。
と
り
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わ
け
、
一
九
七
〇
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
の
際
に
は
、
彼
は
公
開
直
後
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
シ
ャ
フ
ナ
ー
監
督
『
パ
ッ
ト
ン

大
戦
車
軍
団
』（Patton, 1970

）
を
三
度
も
観
賞
し
て
い
る
。
大
統
領
は
か
つ
て
の
「
よ
い
戦
争
」
に
思
い
を
馳
せ
、
昔
の

上
司
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
を
回
想
し
た
で
あ
ろ
う
。
ニ
ク
ソ
ン
や
カ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
内
省
的
政
治
家
の
方
が
、
映
画
と
の
対

話
を
必
要
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い（
78
）。

　

さ
て
、
レ
ー
ガ
ン
夫
妻
は
し
ば
し
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
牧
場
に
も
帰
っ
た
（
大
統
領
と
し
て
の
八
年
間
の
う
ち
、
夫
妻
は

通
算
で
一
年
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
過
ご
し
て
い
る
）。
そ
こ
で
シ
ャ
ツ
を
腕
ま
く
り
し
て
ジ
ー
ン
ズ
を
は
き
、
乗
馬
を
楽
し
む

大
統
領
の
姿
は
、
彼
の
健
康
を
示
す
と
と
も
に
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
満
ち
た
過
去
と
ア
メ
リ
カ
の
未
来
を
結
び
付
け
る

イ
メ
ー
ジ
戦
略
で
も
あ
っ
た（
79
）。
他
方
で
、
こ
れ
が
レ
ー
ガ
ン
を
か
つ
て
の
「
カ
ウ
ボ
ー
イ
俳
優
」
や
「
西
部
劇
俳
優
」

と
す
る
誤
解
や
、
そ
れ
を
タ
カ
派
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
付
け
る
曲
解
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
よ
う
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
の
端
正
な
ス
ー
ツ
姿
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
の
ジ
ー
ン
ズ
姿
は
、
威
厳
と
庶
民
性
と
い
う
レ
ー
ガ
ン

の
包
括
性
を
示
し
て
い
る
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
で
、
滅
多
に
激
昂
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
老
眼
鏡
を
机
の
上
に
投
げ
捨
て
る
の
が
、

彼
の
最
も
強
い
怒
り
の
表
現
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
人
の
話
を
遮
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
会
議
中
に
大
統
領
が

ジ
ェ
リ
ー
・
ビ
ー
ン
ズ
を
食
べ
出
す
と
、
そ
れ
は
退
屈
の
合
図
で
あ
っ
た
。

初
年
の
諸
政
策

　

ま
ず
は
経
済
政
策
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
の
計
画
は
単
純
で
あ
っ
た
。
イ
ン
フ
レ
を
抑
え
、
国
防
費
を
除
く
予
算
を
削
減
し
、

規
制
緩
和
と
減
税
を
行
い
、
予
算
を
均
衡
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
派
は
こ
の
矛
盾
の
多
い
政
策
を
「
レ
ー

ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
と
呼
ん
で
揶
揄
し
た（
80
）。
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大
統
領
就
任
の
当
日
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
連
邦
政
府
に
よ
る
新
規
雇
用
と
備
品
購
入
を
凍
結
し
、
そ
の
直
後
に
旅
費
と
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
料
の
削
減
を
命
じ
た
。
こ
う
し
た
象
徴
的
な
行
動
の
後
、
二
月
五
日
に
大
統
領
は
テ
レ
ビ
で
演
説
し
て
、「
ア

メ
リ
カ
は
大
恐
慌
以
来
、
最
悪
の
経
済
的
混
乱
に
あ
る
」
と
訴
え
た（
81
）。
何
し
ろ
、
連
邦
政
府
の
財
政
赤
字
は
八
〇
〇
億

ド
ル
に
達
し
、
イ
ン
フ
レ
率
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
失
業
率
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
金
利
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
レ

ー
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
七
〇
〇
万
人
に
上
る
失
業
者
が
三
フ
ィ
ー
ト
間
隔
で
並
べ
ば
、
メ
イ
ン
州
の
海
岸
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
い
た
る
こ
と
に
な
る
。
得
意
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
喚
起
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
の
術
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
テ
レ

ビ
演
説
の
際
に
、
大
統
領
は
わ
か
り
や
す
い
図
表
を
使
っ
て
、
巧
み
に
説
明
を
展
開
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
求
め
る
説
明
ス
タ

イ
ル
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
重
要
な
テ
レ
ビ
演
説
と
は
別
に
、
毎
週
土
曜
日
に
大
統
領
は
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
国
民
に
語
り

掛
け
た
。
レ
ー
ガ
ン
の
ラ
ジ
オ
へ
の
愛
着
と
信
頼
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
う
し
た
世
論
へ
の
働
き
掛
け
の
上
で
、
二
月
十
八
日
に
レ
ー
ガ
ン
は
議
会
に
赴
い
た
。
大
統
領
は
こ
こ
で
、
①
六
年

間
で
五
四
九
三
億
ド
ル
の
財
政
支
出
削
減
、
②
三
年
に
わ
た
る
個
人
税
の
一
律
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
、
③
環
境
問
題
な

ど
の
社
会
的
規
制
を
含
む
、
政
府
規
制
の
大
幅
な
撤
廃
、
④
安
定
的
な
金
融
政
策
の
運
営
を
柱
に
し
た
「
経
済
再
生
計
画
」

を
発
表
し
た
。
一
九
八
一
年
の
段
階
で
、
ア
メ
リ
カ
が
抱
え
る
累
積
債
務
は
一
兆
ド
ル
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
ド
ル
紙
幣
で

積
み
重
ね
る
と
六
七
マ
イ
ル
に
達
す
る
と
、
こ
こ
で
も
レ
ー
ガ
ン
は
わ
か
り
や
す
い
視
覚
的
比ひ

喩ゆ

を
繰
り
出
し
た
。
た
だ
し
、

①
に
関
し
て
は
、
国
防
支
出
は
六
年
間
で
一
六
九
二
億
ド
ル
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
上
、
支
出
削
減
は
具
体
性
に
欠
け

た
。
有
権
者
は
原
則
と
し
て
政
府
の
支
出
削
減
に
は
賛
成
だ
が
、
具
体
的
に
は
自
ら
に
か
か
わ
る
予
算
の
削
減
に
は
反
対
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
理
論
的
に
は
保
守
派
」
で
あ
り
「
運
用
上
は
リ
ベ
ラ
ル
派
」
な
の
で
あ
る（
82
）。
当
然
、
減
税
は
支
出
削

減
よ
り
も
容
易
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
減
税
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
経
済
の
ル
ビ
コ
ン
川
」
を
渡
る
よ
う
有
権

者
に
呼
び
掛
け
た
と
、
歴
史
家
の
ブ
ラ
ン
ズ
は
指
摘
し
て
い
る（
83
）。
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も
ち
ろ
ん
、
ブ
ッ
シ
ュ
上
院
議
長
（
副
大
統
領
）
は
も
は
や
、
こ
れ
を
「
お
呪
い
の
経
済
学
」
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
下
院
で
多
数
を
握
る
民
主
党
は
難
色
を
示
し
た
。
と
り
わ
け
、
オ
ニ
ー
ル
下
院
議
長
は
手
ご
わ
か
っ
た
。
彼
は
レ
ー

ガ
ン
同
様
に
陽
気
な
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
、
お
そ
ら
く
カ
ー
タ
ー
と
よ
り
は
レ
ー
ガ
ン
と
の
方
が
、
個
人
的
に
は
気
心
が
知

れ
て
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
と
オ
ニ
ー
ル
の
間
に
は
、
午
後
六
時
以
降
に
は
政
争
は
し
な
い
と
の
合
意
す
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、

オ
ニ
ー
ル
は
百
戦
錬
磨
の
、
し
か
も
党
派
心
剝
き
出
し
の
政
治
家
で
あ
り
、『
最
後
の
歓
呼
』
の
市
長
の
よ
う
に
義
理
人
情

と
し
た
た
か
な
駆
け
引
き
の
世
界
で
育
っ
て
き
た
。
下
院
議
長
は
大
統
領
を
「
逆
ロ
ビ
ン
・
フ
ッ
ド
」
と
し
て
描
こ
う
と
し

て
い
た（
84
）。

　

外
交
面
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
一
月
二
十
八
日
に
最
初
の
国
賓
と
し
て
韓
国
の
全チ

ョ
ン
ド
フ
ァ
ン

斗
煥
大
統
領
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
迎

え
、
米
韓
関
係
の
改
善
を
図
っ
た
。
同
盟
関
係
強
化
の
た
め
に
は
、
軍
事
ク
ー
デ
タ
で
権
力
を
掌
握
し
た
者
も
歓
迎
し
、
カ

ー
タ
ー
の
よ
う
に
人
権
問
題
を
ふ
り
か
ざ
さ
な
い
と
い
う
意
思
表
明
で
あ
っ
た（
85
）。
二
月
二
十
五
日
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
や
っ
て
来
た
。
米
英
両
首
脳
は
対
ソ
関
係
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢
、
中
南
米
で
の
共
産
主
義
勢
力
の
進
出
、

経
済
問
題
な
ど
を
議
論
し
、
あ
ら
た
め
て
意
気
投
合
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
会
議
室
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
が
机
の
上
の
ジ

ェ
リ
ー
・
ビ
ー
ン
ズ
に
三
〇
も
の
風
味
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
味
を
ど
け
る
時
間
が
ま
だ
な
く
て
ね
」
と

ジ
ョ
ー
ク
を
発
し
た
。
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
農
園
の
経
営
者
だ
っ
た
カ
ー
タ
ー
へ
の
皮
肉
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
で
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
「
夜
の
二
時
に
目
を
覚
ま
し
て
、
自
分
が
直
面
し
て
い
る
す
べ
て
の
課
題
を
思
い
出
し
て
も
、

そ
れ
に
耐
え
る
だ
け
の
勇
気
」
が
必
要
だ
と
挨
拶
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
こ
れ
に
い
た
く
感
動
し
た
と
い
う（
86
）。
レ
ー
ガ
ン

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
姿
勢
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
生
真
面
目
な
態
度
は
好
対
照
だ
が
、
二
人
は
強
い
信
念
と
使
命
感
を
共
有
し
て

い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
支
持
率
の
低
下
に
悩
ん
で
い
た
が
、
こ
の
訪
米
の
成
功
は
、
少
な
か
ら
ず
彼
女
を
助
け
た
。
ま
た
三

月
の
世
論
調
査
で
は
、
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
人
が
レ
ー
ガ
ン
の
経
済
政
策
を
支
持
し
て
お
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
も
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好
調
な
出
だ
し
と
な
っ
た
。

三　

 

大
統
領
撃
た
れ
る

『
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
』
の
再
演

　

と
こ
ろ
が
、
深
刻
な
試
練
が
レ
ー
ガ
ン
を
襲
っ
た
。

　

リ
ン
カ
ー
ン
以
来
、
二
〇
で
割
り
切
れ
る
年
に
当
選
し
た
大
統
領
は
、
在
任
中
に
不
遇
の
死
を
遂
げ
る
と
い
う
ジ
ン
ク
ス

が
あ
っ
た
。「
テ
カ
ム
セ
の
呪の

ろ

い
」（T

ecum
seh

’s curse

）
と
呼
ば
れ
る
（
テ
カ
ム
セ
は
呪
い
を
か
け
た
と
さ
れ
る
先
住
民
の
酋
長

の
名
前
）。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
当
選
は
一
九
八
〇
年
で
あ
り
、
実
際
に
大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
一
年
三
月
三
十
日
の
夜
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
授
賞
式
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。「
銀
幕
の
大
統
領
」
は
、
す
で

に
祝
辞
の
テ
ー
プ
録
音
を
終
え
て
い
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
大
統
領
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
最
初
は
一
九
四
〇
年
で
、

Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
よ
る
。
午
後
二
時
十
五
分
前
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
出
て
、
二
時
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ヒ
ル

ト
ン
・
ホ
テ
ル
で
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同
盟
・
産
業
別
組
合
会
議
（A

m
erican Federation of Labor and Congress of In-

dustrial O
rganizations: A

FL-CIO

）
の
建
設
業
部
門
全
国
大
会
で
演
説
し
、
二
時
三
十
五
分
に
ホ
テ
ル
を
出
て
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
に
戻
り
、
三
時
十
分
か
ら
下
院
歳
入
委
員
会
の
共
和
党
メ
ン
バ
ー
と
懇
談
す
る
と
い
う
、
あ
わ
た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
労
働
組
合
の
委
員
長
を
務
め
た
レ
ー
ガ
ン
は
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
│
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
会
員
だ
っ
た

こ
と
の
あ
る
、
現
在
の
と
こ
ろ
た
だ
一
人
の
大
統
領
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｆ
Ｌ
│
Ｃ
Ｉ
Ｏ
は
共
和
党
を
支
持
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
組
合
な
ど
一
部
は
レ
ー
ガ
ン
を
支
持
し
て
お
り
、
大
統
領
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
に
「
レ
ー

ガ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
を
拡
大
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
古
い
組
合
員
証
ま
で
帯
同
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
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は
例
に
よ
っ
て
Ａ
Ｆ
Ｌ
の
創
立
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゴ
ン
パ
ー
ス
（Sam

uel G
om

pers

）
を
引
用
し
、「
人
が
自
分
で
で
き
る

こ
と
や
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
代
わ
り
に
や
っ
て
し
ま
う
の
は
、
危
険
な
こ
と
だ
」
と
、
個
人
の
責
任
を
重
視
し
、

過
度
の
社
会
福
祉
を
批
判
し
た
。

　

二
時
二
十
七
分
の
こ
と
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
を
出
て
リ
ム
ジ
ン
に
乗
り
込
も
う
と
し
た
時
、
レ
ー
ガ
ン
は
ポ
ン
、
ポ
ン
、
ポ

ン
と
い
う
花
火
の
よ
う
な
、
小
さ
な
破
裂
音
を
耳
に
し
た
。「
い
っ
た
い
何
だ
、
こ
れ
は
？
」
と
、
大
統
領
は
振
り
向
い
て

尋
ね
た
。
ブ
レ
デ
ィ
大
統
領
報
道
官
と
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
が
一
人
、
警
官
が
一
人
、
倒
れ
て
い
た
。
犯
人
ら
し
い

青
年
に
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と
警
官
が
何
人
も
覆
い
被
さ
っ
た
。
こ
の
衝
撃
的
な
動
画
は
、
事
件
直
後
か
ら
繰
り

返
し
放
映
さ
れ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
の
際
に
、
動
画
が
規
制
さ
れ
長
ら
く
静
止
画
像
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
、
大
き

く
異
な
る
。

　

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
責
任
者
ジ
ェ
リ
ー
・
パ
ー
（Jerry Parr

）
が
、
大
統
領
を
強
引
に
リ
ム
ジ
ン
に
押
し
込

ん
だ
。「
ロ
ー
ハ
イ
ド
は
無
事
」
と
、
彼
は
大
統
領
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
用
い
て
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
本
部
に

無
線
連
絡
し
た
。
だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
は
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
痛
を
感
じ
て
い
た
。「
君
は
私
の
肋ろ

っ

骨こ
つ

を
一

本
折
っ
た
ら
し
い
ぞ
」
と
、
大
統
領
は
パ
ー
に
文
句
を
言
っ
た
。
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
レ
ー
ガ
ン
の
白
い
シ
ャ
ツ

は
真
っ
赤
に
染
ま
っ
て
、
流
れ
出
た
血
が
あ
わ
立
っ
て
い
た
。
呼
吸
も
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
パ
ー
は
と
っ
さ
に
目
的
地
を

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら
変
更
し
て
、
近
く
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
病
院
に
急
行
さ
せ
た
。

　

リ
ム
ジ
ン
が
病
院
に
到
着
す
る
と
、
瀕
死
の
レ
ー
ガ
ン
は
何
と
ズ
ボ
ン
の
し
わ
を
伸
ば
し
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ボ
タ
ン
を
と

め
て
、
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
に
挟
ま
れ
な
が
ら
も
、
彼
は
急
患
用
の
入
り
口
ま
で
自
ら

歩
い
て
い
っ
た
。
院
内
に
入
る
や
否
や
、
大
統
領
は
崩
れ
落
ち
た
。
女
性
看
護
師
は
脈
拍
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。「
死
ん

だ
」
と
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
一
人
が
思
わ
ず
つ
ぶ
や
い
た
。
だ
が
、
担
架
で
運
ば
れ
て
い
る
最
中
に
、
大
統
領
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は
意
識
を
半
ば
取
り
戻
し
た
。
受
付
の
イ
ン
タ
ー
ン
が
患
者
の
名
前
を
尋
ね
た
。「
レ
ー
ガ
ン
。
Ｒ
│
Ｅ
│
Ａ
│
Ｇ
│
Ａ
│

Ｎ
」
と
、
同
行
し
た
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
大
統
領
次
席
補
佐
官
が
呆
れ
な
が
ら
答
え
た
。「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
は
？
」、「
ロ

ン
」。「
住
所
は
？
」、「
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
通
り
一
六
〇
〇
番
」。
イ
ン
タ
ー
ン
は
絶
句
し
た（
87
）。

　

ナ
ン
シ
ー
は
病
院
に
急
行
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
酸
素
マ
ス
ク
を
外
し
て
、「
ハ
ニ
ー
、
頭
を
下
げ
て
か
わ
す
の
を
忘
れ
て

た
よ
」
と
さ
さ
や
い
た
。
一
九
二
六
年
に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
奪
わ
れ
た
夜
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ン
プ
シ
ー

が
妻
に
語
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
青
春
時
代
の
記
憶
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
繰
り
返
し
て
き
た
話
題
で

も
あ
ろ
う
。
ナ
ン
シ
ー
の
方
こ
そ
、「
お
願
い
、
話
を
し
な
い
で
」
と
言
う
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。

　

少
し
遅
れ
て
駆
け
付
け
た
ベ
ー
カ
ー
と
ミ
ー
ス
を
見
る
と
、「
だ
れ
が
留
守
番
を
し
て
る
ん
だ
？
」
と
、
レ
ー
ガ
ン
は
問

い
掛
け
た
。
ま
た
、
手
術
室
に
運
ば
れ
る
途
中
、
患
者
の
手
を
握
る
女
性
看
護
師
に
、「
ナ
ン
シ
ー
に
は
内
緒
だ
よ
」
と
瀕

死
の
老
人
は
つ
ぶ
や
い
た
。
さ
ら
に
、
麻
酔
を
か
け
ら
れ
る
前
に
は
、
大
統
領
は
医
師
た
ち
を
見
回
し
て
、「
あ
な
た
方
が

み
な
共
和
党
員
だ
と
い
い
ん
で
す
が
ね
」
と
語
り
掛
け
た
。
答
え
た
医
師
も
気
が
利
い
て
い
た
。「
大
統
領
閣
下
、
今
日
わ

れ
わ
れ
は
全
員
共
和
党
員
で
す
よ
」（
実
は
、
彼
は
民
主
党
員
で
あ
っ
た
）。

　

生
死
の
境
に
あ
っ
て
な
お
、
レ
ー
ガ
ン
は
ユ
ー
モ
ア
を
失
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
元
俳
優
の
習
性
と
み
な
す
こ
と
は
容
易

だ
し
、
こ
れ
ま
で
も
ブ
ラ
ウ
ン
知
事
や
ニ
ク
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
ド
、
カ
ー
タ
ー
の
各
大
統
領
ら
、
数
々
の
政
敵
が
彼
を
元
俳
優

と
過
小
評
価
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
事
件
で
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
は
レ
ー
ガ
ン
に
政
治
家
の
雅
量
、
指
導
者
の
胆

力
を
看
取
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
や
キ
ン
グ
牧
師
の
暗
殺
に
匹
敵
し
う
る
事
件
を
、
レ
ー
ガ
ン
は
ま
る
で
映
画
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
よ
う
に
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
、
流
行
の
ハ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
よ
う
に
明
確
に
、
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

の
よ
う
に
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
に
。「
近
年
に
こ
の
よ
う
な
（
人
格
の
）
誇
示
を
目
撃
し
た
こ
と
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
大
統

領
を
誇
り
に
思
う
」
と
、
民
主
党
リ
ベ
ラ
ル
派
の
ダ
ニ
エ
ル
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
モ
イ
ニ
ハ
ン
（D

aniel Patrick M
oynihan

）
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上
院
議
員
で
す
ら
語
っ
て
い
る（
88
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
も
レ
ー
ガ
ン
へ
の
過
小
評
価
は
続
い
た
。
民
主
党
の
長
老
ク
ラ
ー
ク
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
（Clark 

Clifford
）
な
ど
は
、
デ
ィ
ナ
ー
で
の
私
的
な
会
話
と
は
い
え
、
レ
ー
ガ
ン
を
「
愉
快
な
間
抜
け
」（am

iable dunce

）
と
ま

で
酷
評
し
た（
89
）。
同
じ
く
民
主
党
の
長
老
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
（J. W

illiam
 Fulbright

）
元
上
院
議
員
も
、

「
他
人
が
用
意
し
た
せ
り
ふ
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
何
も
し
ゃ
べ
れ
な
い
。
そ
ん
な
男
が
立
派
な
政
治
指
導
者
に
な
れ
る
は
ず

が
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る（
90
）。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
カ
ー
ド
の
科
白
は
レ
ー
ガ
ン
自
身
に
よ
っ
て
推
敲
が
重
ね

ら
れ
て
い
た
。
旧
世
代
に
よ
る
こ
う
し
た
党
派
的
な
酷
評
は
、
大
方
の
共
感
を
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
手
術
が
始
ま
っ
た
。
リ
ム
ジ
ン
に
当
た
っ
て
跳
ね
た
弾
丸
が
大
統
領
の
左
脇
か
ら
入
り
、
心
臓
近
く
で

止
ま
っ
て
い
た
。
ホ
テ
ル
を
出
て
か
ら
リ
ム
ジ
ン
ま
で
の
距
離
が
近
か
っ
た
た
め
、
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
は
大
統
領

に
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
の
着
用
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
弾
丸
の
射
入
孔
が
小
さ
く
、
医
師
た
ち
は
発
見
に
手
間
取
っ

た
。
手
術
は
四
時
間
に
及
び
、
大
量
の
輸
血
を
要
し
た
。
や
が
て
意
識
を
回
復
し
た
レ
ー
ガ
ン
は
、
看
護
師
に
言
っ
た
。

「
も
し
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
こ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
た
ら
、
ず
っ
と
あ
そ
こ
に
い
た
だ
ろ
う
ね
」（
91
）。
本
人
は
ジ
ョ
ー
ク
の
つ

も
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
正せ

い

鵠こ
く

を
射
て
い
る
。

　

犯
人
は
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ン
ク
リ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
（John H

inckley, Jr.

）
と
い
う
二
十
五
歳
の
若
者
で
、
精
神
を
病
ん
で
い

た
。
彼
は
女
優
の
ジ
ョ
デ
ィ
ー
・
フ
ォ
ス
タ
ー
に
多
く
の
手
紙
を
送
り
、
彼
女
と
交
際
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
フ
ォ
ス
タ
ー
が
十
二
歳
の
娼
婦
役
を
衝
撃
的
に
演
じ
た
の
が
映
画
『
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ

ー
』
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
作
品
の
中
で
、
主
人
公
が
大
統
領
候
補
を
暗
殺
し
よ
う
と
す
る
。
ヒ
ン
ク
リ
ー
は
こ
の
映

画
を
一
五
回
以
上
も
観
て
お
り
、
フ
ォ
ス
タ
ー
の
関
心
を
惹
く
た
め
に
、
自
ら
実
際
の
大
統
領
の
暗
殺
を
企
て
た
の
で
あ
る
。

当
初
の
目
標
は
カ
ー
タ
ー
大
統
領
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ブ
ッ
シ
ュ
副
大
統
領
も
、
ヒ
ン
ク
リ
ー
か
ら
脅
迫
状
を
受
け
取
っ
た
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こ
と
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
一
九
七
二
年
大
統
領
選
挙
で
の
ウ

ォ
ー
レ
ス
暗
殺
未
遂
事
件
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
こ
の
暗
殺
未
遂
事
件
は
映
画
『
時
計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
』
の
暴
力
性

に
触
発
さ
れ
て
い
た
。
映
像
か
ら
現
実
へ
、
そ
し
て
現
実
か
ら
映
像
へ
と
、
映
画
と
政
治
の
関
係
が
循
環
し
て
い
た
。
そ
の

上
、
撃
た
れ
た
レ
ー
ガ
ン
は
元
映
画
俳
優
で
あ
り
、
彼
は
事
件
を
映
画
の
よ
う
に
演
出
し
て
み
せ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
彼

を
救
っ
た
ジ
ェ
リ
ー
・
パ
ー
は
、
子
供
の
こ
ろ
に
レ
ー
ガ
ン
主
演
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
の
映
画
を
観
て
、
こ
の
特

殊
な
職
業
を
志
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
映
画
を
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
経
験
者
が
監
修
し
て
い
た
。
当

夜
に
予
定
さ
れ
て
い
た
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
授
賞
式
も
、
こ
の
事
件
の
た
め
に
一
日
延
期
さ
れ
た
。
キ
ン
グ
牧
師
暗
殺
の
時
と

同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
授
賞
式
で
主
演
男
優
賞
に
輝
い
た
の
は
、
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
『
レ
イ
ジ
ン
グ
・
ブ
ル
』

（R
aging B

ull, 1980

）
に
主
演
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
（R

obert D
e N

iro

）
で
あ
っ
た
。
あ
の
『
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ

イ
バ
ー
』
で
も
、
こ
の
二
人
が
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
暗
殺
未
遂
事
件
に
は
、
映
画
が
幾
重
に
も
関
係
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　
「
リ
ン
カ
ー
ン
を
撃
ち
抜
い
た
弾
丸
が
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
を
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
〔W

illiam
 M

cK
inley

〕
を
も
貫
通
し
た
あ

げ
く
に
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
扉
を
こ
じ
あ
け
、
シ
オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
華
々
し
い
登
場
を
用
意
し
た

こ
と
は
、
疑
い
よ
う
が
な
い
」（
92
）と
、
ア
メ
リ
カ
文
学
者
の
巽
孝
之
は
か
つ
て
記
し
た
。
こ
の
顰ひ

そ
みに

な
ら
え
ば
、
キ
ュ
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
解
き
放
っ
た
暴
力
が
ウ
ォ
ー
レ
ス
の
一
命
を
狙
い
、
ス
コ
セ
ッ
シ
に
よ
っ
て
銀
幕
に
回
収
さ
れ
た
上
で
、「
銀
幕

の
大
統
領
」
の
華
々
し
い
活
躍
を
用
意
し
た
こ
と
も
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
を
容
れ
な
い
。
こ
の
間
に
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合

が
崩
壊
し
て
、
南
部
で
レ
ー
ガ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
が
誕
生
し
、
レ
ー
ガ
ン
革
命
の
地
な
ら
し
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
映
画
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
現
実
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
暗
殺
未
遂
事
件
の
延
長
線
上
に
、
二
〇
〇
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一
年
九
月
十
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
を
置
く
こ
と
が
で
き
よ
う（
93
）。「
政
治
は
現
実
で
あ
り
、
映
画
は
虚
構
の
世
界
だ
」
と

フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
批
判
す
る
が（
94
）、
そ
の
よ
う
に
単
純
な
二
分
法
は
当
た
ら
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
事
件
も
の
ち
に
、
サ
イ
ラ
ス
・
ノ
ー
ラ
ス
テ
ィ
（Cyrus N

ow
rasteh

）
監
督
『
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
暗

殺
未
遂
事
件
』（The D

ay R
eagan W

as Shot, 2001

）
と
し
て
テ
レ
ビ
映
画
化
さ
れ
て
い
る
。『
ラ
ン
ボ
ー
』（R

am
bo

）
シ

リ
ー
ズ
の
常
連
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
ン
ナ
（R

ichard Crenna

）
が
レ
ー
ガ
ン
を
演
じ
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
（Clark Johnson
）
監
督
『
ザ
・
セ
ン
チ
ネ
ル
陰
謀
の
星
条
旗
』（The Sentinel, 2006

）
の
冒
頭
に
は
、
レ
ー
ガ
ン
暗
殺

未
遂
事
件
の
映
像
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
自
ら
被
弾
し
て
大
統
領
を
守
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー

ビ
ス
が
、
こ
の
映
画
の
主
人
公
で
あ
る
。
た
だ
し
、
く
だ
ん
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
で
は
こ
と
も
あ
ろ
う
に

大
統
領
夫
人
と
不
倫
し
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
現
代
大
統
領
制
の
威
信
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
ク
リ
ン
ト
ン

の
不
倫
騒
動
な
ど
で
、
そ
れ
は
再
び
大
き
く
傷
つ
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

回
復
と
余
波

　

七
十
歳
と
い
う
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ー
ガ
ン
の
回
復
は
早
か
っ
た
。
さ
す
が
は
乗
馬
を
愛
す
る
元
水
難
救
助
員
で

あ
る
。
翌
日
の
夜
に
は
、
延
期
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
授
賞
式
の
テ
レ
ビ
中
継
を
、
病
室
で
ナ
ン
シ
ー
と
楽
し
ん
で
い
る
。

レ
ー
ガ
ン
の
受
難
と
回
復
は
、『
ロ
ッ
キ
ー
』
の
そ
れ
を
、
さ
ら
に
は
キ
リ
ス
ト
の
そ
れ
さ
え
想
起
さ
せ
た
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
者
の
ク
リ
ス
・
ジ
ョ
ー
ダ
ン
（Chris Jordan
）
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
タ
ロ
ー
ン
自
身
が
監
督

ま
で
務
め
た
『
ロ
ッ
キ
ー
3
』（R

ocky III, 1982

）
で
は
、
主
人
公
は
筋
肉
を
増
し
肉
体
改
造
し
て
い
る
。
高
齢
だ
が
健
康

で
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
大
統
領
の
イ
メ
ー
ジ
も
手
伝
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
ブ
ー
ム
を
迎

え
、
逞た

く
ま

し
く
引
き
締
ま
っ
た
肉
体
が
上
昇
志
向
の
中
産
階
級
の
イ
コ
ン
に
な
る（
95
）。
そ
れ
は
一
九
二
〇
年
代
の
ス
ポ
ー
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一
九
二
〇
年
代
以
来
、
政
治
家
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ス
タ
ー
た
ち
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
き
た
し
、
セ
レ
ブ
た
ち
も
進
ん
で

選
挙
に
協
力
し
、
自
ら
の
政
治
的
主
張
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
知
事
の
登
場
以
前
に
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
を
中
心
に
下
院
議
員
や
上
院
議
員
に
な
っ
た
例
は
あ
る
。
七
〇
年
代
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
元
宇
宙
飛
行
士
ら
も
政
界

に
進
出
し
た
。
だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
誕
生
以
降
は
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
や
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ネ
ッ
ガ
ー
ら
世
界
的
に
著

名
な
大
ス
タ
ー
が
政
治
的
公
職
に
就
い
た
。
ま
た
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
と
ど
ま
ら
ず
、
セ
レ
ブ
が
知
事
や
上
院
議
員
に

な
っ
て
い
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
に
政
治
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
相
互
作
用
が
進
み
、
レ
ー
ガ
ン
が
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル

を
提
供
し
た
こ
と
が
、
セ
レ
ブ
の
政
界
進
出
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
以
降
オ
バ
マ
に
い
た
る
歴

代
大
統
領
も
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
セ
レ
ブ
た
ち
を
さ
か
ん
に
政
治
利
用
し
よ
う
と
し
て
き
た
。

レ
ー
ガ
ン
と
ト
ラ
ン
プ

　

こ
う
し
た
共
和
党
の
保
守
化
（
よ
り
正
確
に
は
過
激
化
）
と
セ
レ
ブ
政
治
の
進
展
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
で
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト

ラ
ン
プ
が
登
場
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
彼
は
「
第
二
次
金
ぴ
か
時
代
」
と
も
言
わ
れ
る
レ
ー
ガ
ン
時
代
に
富
を
築
き
、
知
名

度
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
共
和
党
の
主
流
派
が
弱
体
化
す
る
中
で
、
ト
ラ
ン
プ
は
過
激
な
発
言
で
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、

彼
は
多
く
の
映
画
に
カ
メ
オ
出
演
し
、
テ
レ
ビ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
番
組
に
出
演
し
て
知
名
度
を
高
め
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
も
「
レ
ー
ガ
ン
の
子
供
た
ち
」
の
一
人
に
属
そ
う
。「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
に
し
よ
う
」（M

ake A
m
erica G

reat 

A
gain!

）
│
│
そ
も
そ
も
、
大
統
領
選
挙
で
の
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選

挙
で
の
レ
ー
ガ
ン
陣
営
の
そ
れ
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
政
治
の
こ
の
反
逆
児
は
、
政
治
上
の
父
に
も
そ
れ
ほ
ど
敬
意
を
払
っ
て
は
い
な
い
。
レ
ー
ガ
ン
は

「
実
に
如
才
な
く
巧
み
に
ふ
る
ま
い
、
国
民
の
心
を
完
全
に
つ
か
ん
だ
。
し
か
し
七
年
た
っ
た
今
、
あ
の
ス
マ
イ
ル
の
下
に
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は
た
し
て
実
体
は
あ
る
の
か
と
、
人
び
と
は
疑
問
を
感
じ
始
め
て
い
る
」
と
、
ト
ラ
ン
プ
は
レ
ー
ガ
ン
時
代
の
一
九
八
七
年

に
出
版
し
た
自
伝
に
記
し
て
い
る（
13
）。

　

ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
と
ト
ラ
ン
プ
に
は
顕
著
な
相
違
点
が
四
つ
あ
る
。
第
一
に
、
レ
ー
ガ
ン
は
神
を
信
じ
、
自
由
や
民
主
主

義
と
い
っ
た
理
想
を
語
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
に
は
そ
の
よ
う
な
信
仰
や
語
彙
は
な
い
。
第
二
に
、
前
者
は
共
産
主
義
や
「
大

き
な
政
府
」
と
い
っ
た
思
想
や
制
度
を
厳
し
く
批
判
し
た
が
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
個
人
を
攻
撃
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
他
方
で
、
後
者
は
進
ん
で
敵
を
設
定
し
、
ま
た
、
自
分
に
敵
対
す
る
個
人
を
激
し
く
攻
撃
す
る
。
レ
ー
ガ
ン
が
ベ
ル

リ
ン
の
壁
を
壊
す
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
壁
を
築
く
よ
う
主
張
し
て
い
る
点
は
、

両
者
の
相
違
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
時
あ
た
か
も
、
国
境
周
辺
で
の
紛
争
や
越
境
者
を
描
い
た
ボ
ー
ダ
ー
映
画
が
増
え
て
い

る（
14
）。
憎
悪
を
か
き
た
て
る
政
治
手
法
と
い
う
意
味
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
は
レ
ー
ガ
ン
よ
り
ニ
ク
ソ
ン
に
似
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
第
三
に
、
レ
ー
ガ
ン
に
は
大
統
領
就
任
に
先
立
ち
八
年
に
わ
た
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
と
し
て
の
行
政
経
験

が
あ
っ
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
に
は
そ
の
種
の
行
政
経
験
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
に
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
や
人
口
の
中
心

が
サ
ン
ベ
ル
ト
に
移
動
す
る
中
で
レ
ー
ガ
ン
は
台
頭
し
た
が
、
そ
の
過
程
で
忘
れ
去
ら
れ
た
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
有
権
者
を
動

員
し
て
ト
ラ
ン
プ
は
大
統
領
に
当
選
を
果
た
し
た
。
現
代
大
統
領
制
を
確
立
し
た
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、
孤
立
主

義
と
闘
い
続
け
た
。「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
唱
え
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
登
場
は
、
現
代
大
統
領
制
の
終
焉
を
何

よ
り
も
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
レ
ー
ガ
ン
と
ト
ラ
ン
プ
に
は
興
味
深
い
共
通
点
が
あ
る
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
主
流
派
と
の
敵
対
関
係
で
あ
る
。
レ

ー
ガ
ン
は
古
い
世
代
の
ス
タ
ー
た
ち
に
知
己
が
多
か
っ
た
が
、「
赤
狩
り
」
時
代
の
彼
の
言
動
に
反
発
す
る
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
ま
た
、
よ
り
若
い
世
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
主
流
派
は
ケ
ネ
デ
ィ
的
な
リ
ベ
ラ
ル
を
任
じ
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
は
し
ば

し
ば
反
発
し
た
。
同
様
に
、
否
、
そ
れ
以
上
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
過
激
な
発
言
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
リ
ベ
ラ
ル
な
セ
レ
ブ
た
ち
は
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強
く
反
発
し
て
い
る
。
中
で
も
、
ト
ラ
ン
プ
と
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ
（M
eryl Streep

）
と
の
対
立
は
話
題
に
な
っ
た
。

こ
の
大
女
優
が
ト
ラ
ン
プ
の
「
弱
い
者
い
じ
め
」
を
暗
に
批
判
す
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
彼
女
を
「
最
も
過
大

評
価
さ
れ
て
い
る
女
優
の
一
人
」
と
非
難
し
た
。
こ
の
ス
ト
リ
ー
プ
や
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
ル
ー
ニ
ー
ら
リ
ベ
ラ
ル
な
セ
レ
ブ
た

ち
は
政
治
的
な
発
言
や
活
動
に
積
極
的
だ
が
、
こ
れ
も
レ
ー
ガ
ン
に
反
発
し
た
若
手
俳
優
た
ち
の
政
治
化
に
起
因
し
て
い

る（
15
）。

　

ち
な
み
に
、
ト
ラ
ン
プ
の
お
気
に
入
り
の
映
画
の
一
つ
が
Ｏ
・
ウ
ェ
ル
ズ
監
督
『
市
民
ケ
ー
ン
』（Citizen K

ane, 1941

）

だ
と
い
う
。
メ
デ
ィ
ア
を
操
る
自
己
顕
示
欲
の
強
い
権
力
者
と
い
う
点
で
、
ト
ラ
ン
プ
と
ケ
ー
ン
は
銀
幕
を
挟
ん
だ
ミ
ラ

ー
・
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
ケ
ー
ン
が
未
完
の
豪
邸
ザ
ナ
ド
ゥ
に
陣
取
っ
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
は
フ
ロ
リ
ダ
州
に
マ
ー
・

ア
・
ラ
ゴ
と
い
う
別
荘
を
構
え
、
し
ば
し
ば
賓
客
を
も
て
な
し
て
い
る
。
ケ
ー
ン
の
末
期
の
言
葉
「
薔ば

薇ら

の
蕾つ

ぼ
み」（rose-

bud

）
の
謎
を
探
っ
て
、
こ
の
映
画
は
展
開
す
る
。
ア
メ
リ
カ
も
世
界
も
、
し
ば
ら
く
は
ト
ラ
ン
プ
に
と
っ
て
の
「
薔
薇
の

蕾
」
を
問
い
続
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三　

 

比
較
3
│
│
盟
友
た
ち

　

比
較
の
横
軸
と
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
他
国
の
政
治
指
導
者
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

ニ
ク
ソ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
や
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
（Charles de G

aulle

）
ら
と
も
交
流
が
あ
り
、
中
国
の
周
恩
来

首
相
の
よ
う
な
戦
略
的
大
局
観
の
あ
る
政
治
家
を
自
ら
の
好
敵
手
と
み
な
し
て
い
た
。
カ
ー
タ
ー
は
非
西
洋
の
、
し
か
も
宗

教
的
に
敬
虔
な
指
導
者
と
親
し
か
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ダ
ト
大
統
領
や
日
本
の
大
平
正
芳
首
相
ら
で
あ
る
。

　

レ
ー
ガ
ン
は
、
反
共
主
義
や
「
小
さ
な
政
府
」
の
理
念
を
共
有
す
る
西
側
の
指
導
者
に
信
を
置
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
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レ
ー
ガ
ン
と
中
曾
根

　

ま
ず
、
政
策
に
つ
い
て
で
あ
る
。
二
人
と
も
「
遅
れ
て
き
た
指
導
者
」
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
最
後
の
機
会
を
つ
か
ん

で
大
統
領
に
な
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
以
後
初
め
て
二
期
八
年
を
全
う
し
た
。
中
曾
根
は
自
由
民
主
党
内
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち

の
最
後
に
首
相
の
座
を
射
止
め
、
結
果
と
し
て
、
当
時
の
日
本
で
は
例
外
的
に
五
年
の
長
期
政
権
を
運
営
し
た
。
長
期
政
権

で
あ
っ
た
こ
と
で
、
二
人
は
前
任
者
た
ち
よ
り
も
ま
と
ま
っ
た
業
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
中
曾
根
に
よ
る
と
、
彼
の

政
治
生
活
は
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
で
、
敗
戦
の
結
果
失
わ
れ
た
良
き
も
の
を
取
り
返
し
、
日
本
の
本
来
の
扉
を
開
く
こ

と
」
に
尽
き
る
と
い
う（
27
）。
レ
ー
ガ
ン
が
「
ア
メ
リ
カ
の
朝
」
を
語
り
、「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
に
し
よ
う
」
と
呼
び
掛

け
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
レ
ー
ガ
ン
が
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
「
大
き
な
政

府
」
と
七
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
衰
退
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
中
曾
根
は
戦
後
す
べ
て
の
「
総
決
算
」
を
謳
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
彼
が
戦
前
の
エ
リ
ー
ト
に
属
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
曾
根
に
は
よ
り
復
古
的
な
色
彩
が
強
か
っ
た
。

　

ま
た
、
二
人
と
も
「
小
さ
な
政
府
」
を
提
唱
し
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
は
減
税
に
熱
心
で
あ
り
、
中
曾
根
は
行
財
政
改
革
、
つ

ま
り
歳
出
削
減
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
日
本
専
売
公
社
と
日
本
国
有
鉄
道
、
日
本
電
信
電
話
公
社
の
三
公
社
の
民
営
化
は
、

そ
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
日
本
が
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
曾
根
政
権
は
消
費
税
の

導
入
を
図
っ
て
、
こ
れ
に
は
失
敗
し
た
。
減
税
に
よ
る
個
人
や
企
業
の
経
済
活
性
化
を
期
待
す
る
点
で
、
レ
ー
ガ
ン
は
中
曾

根
よ
り
個
人
主
義
的
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
者
の
村
上
泰
亮
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
多
分
に
文
化
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
米
英
の

経
済
自
由
主
義
に
は
長
い
伝
統
が
あ
り
、
国
内
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
調
和
し
や
す
い
が
、
日
本
で
は
そ
れ
が
弱
く
、
ま
ず

官
僚
機
構
や
既
得
権
益
集
団
の
抵
抗
を
退
け
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（
28
）。

　

さ
ら
に
、
二
人
は
反
共
主
義
を
も
共
有
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
レ
ー
ガ
ン
が
超
大
国
の
指
導
者
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

点
か
ら
ソ
連
と
対
峙
し
、「
強
い
ア
メ
リ
カ
」
を
唱
え
た
の
に
対
し
て
、「
非
核
中
級
国
家
」
を
め
ざ
す
中
曾
根
は
、「
実
力
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以
上
の
こ
と
は
や
ら
な
い
」
を
自
ら
の
外
交
原
則
の
一
つ
に
し
て
お
り
、
ま
た
防
衛
力
の
増
強
に
前
向
き
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
は
戦
略
的
思
考
と
い
う
よ
り
も
、「
自
主
独
立
の
国
民
精
神
」
と
い
っ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
所
産
で
あ
っ
た（
29
）。

　

レ
ー
ガ
ン
、
そ
し
て
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
同
様
に
、
中
曾
根
は
鈴
木
善
幸
と
い
う
弱
い
前
任
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
払
底
に
成
功
し
、

自
ら
の
下
で
大
蔵
大
臣
、
自
民
党
幹
事
長
を
務
め
た
竹
下
登
を
後
継
指
名
す
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
も
レ
ー

ガ
ン
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
場
合
と
同
じ
く
、
中
曾
根
の
後
任
も
短
命
に
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
同
じ
く
、
中
曾
根

は
ア
メ
リ
カ
と
の
強
い
絆
が
権
力
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
熟
知
し
て
お
り
、
国
内
的
リ
ス
ク
を
冒
し
て
で
も
「
日

米
同
盟
」
と
公
言
し
て
憚は

ば
から

な
か
っ
た
。

　

政
治
的
な
人
格
や
手
法
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

中
曾
根
は
レ
ー
ガ
ン
よ
り
も
七
歳
年
少
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
よ
り
も
七
歳
年
長
で
、
彼
ら
と
同
様
に
、
群
馬
県
高
崎
市
と
い
う

地
方
都
市
に
生
ま
れ
た
。
中
曾
根
の
母
は
キ
リ
ス
ト
教
に
親
し
ん
で
お
り
、
彼
も
そ
の
影
響
で
賛
美
歌
を
歌
い
聖
書
を
読
む

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（
30
）。
政
治
家
に
な
っ
て
か
ら
も
、
中
曾
根
は
好
ん
で
坐
禅
を
組
ん
だ
。
こ
の
三
人
に
は
、
牧
歌
的

な
地
域
で
の
成
長
、
親
に
影
響
さ
れ
た
信
仰
心
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
だ
が
、
中
曾
根
の
生
家
は
「
古
久
松
」
と
い
う
関

東
有
数
の
材
木
商
で
あ
り
、
他
の
二
人
よ
り
は
は
る
か
に
富
裕
な
社
会
層
に
属
し
て
い
た
。
中
曾
根
は
旧
制
静
岡
高
校
か
ら

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
に
進
み
、
一
九
四
一
年
に
内
務
省
に
入
省
し
た
。
や
が
て
、
海
軍
経
理
学
校
に
も
学
び
、
主
計
少
佐

と
し
て
敗
戦
を
迎
え
た
。
レ
ー
ガ
ン
と
は
異
な
り
、
戦
前
の
典
型
的
な
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
や
サ
ッ
チ

ャ
ー
と
同
様
に
、
中
曾
根
も
戦
争
に
よ
っ
て
自
国
の
国
際
的
地
位
が
激
変
す
る
経
験
を
し
た
。

　

戦
後
す
ぐ
に
中
曾
根
は
政
界
に
入
り
、
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、
改
進
党
、
日
本
民
主
党
に
属
し
た
の
ち
に
、
一
九
五
五

年
の
自
由
民
主
党
（
自
民
党
）
の
結
党
に
参
加
し
た
。
占
領
中
に
は
喪
中
を
意
味
す
る
黒
の
ネ
ク
タ
イ
を
常
用
し
、
吉
田
茂

首
相
に
論
争
を
挑
ん
だ
り
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
に
建
白
書
を
送
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
彼
は
信
念
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
、「
青
年
将
校
」
の
異
名
を
と
っ
た
。
中
曾
根
は
保
守
政
治
家
だ
が
、
吉
田
に
代
表
さ
れ
る
保
守

本
流
と
は
異
な
る
傍
流
で
あ
り
、
自
民
党
で
も
少
数
派
閥
に
属
し
た
。「
世
界
史
的
使
命
感
を
持
っ
た
よ
そ
者
」
と
い
う
意

味
で
、
レ
ー
ガ
ン
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
通
じ
る
。
傍
流
、
少
数
派
で
あ
る
た
め
に
、
強
い
信
念
と
政
策
を
持
ち
な
が
ら
も
妥
協

を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
中
曾
根
は
「
風
見
鶏
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ
た
。
レ
ー
ガ
ン
も
「
実
際
的
な
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
」
だ
っ
た
が
、
中
曾
根
よ
り
も
庶
民
的
で
明
る
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
レ
ー
ガ
ン
の
方
が
老ろ

う

獪か
い

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

派
閥
の
領り

ょ
う

袖し
ゅ
う

と
な
り
運
輸
大
臣
と
い
う
主
要
閣
僚
ポ
ス
ト
を
経
験
し
た
の
ち
も
、
中
曾
根
は
一
九
七
〇
年
に
第
三
次
佐

藤
栄
作
内
閣
で
自
ら
「
志
願
兵
」
と
し
て
防
衛
庁
長
官
に
就
任
し
た
。
日
米
関
係
や
安
全
保
障
の
重
要
性
を
意
識
し
て
の
こ

と
だ
と
い
う（
31
）。
防
衛
庁
長
官
と
し
て
、
彼
は
初
の
『
日
本
の
防
衛
』（
防
衛
白
書
）
を
刊
行
し
、
民
間
有
識
者
ら
に
よ
る

「
日
本
の
防
衛
と
防
衛
庁
・
自
衛
隊
を
診
断
す
る
会
」
を
立
ち
上
げ
て
世
論
の
啓
蒙
を
図
る
一
方
、
自
ら
ジ
ェ
ッ
ト
練
習
機

に
乗
り
込
ん
で
み
せ
た
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
の
は
承
知
の
上
だ
っ
た
と
い
う
。

　

首
相
と
し
て
は
、
当
初
は
内
政
上
の
制
約
も
あ
っ
て
、
中
曾
根
は
ま
ず
得
意
の
外
交
に
活
路
を
見
出
し
た
。
首
相
就
任
後

最
初
の
外
遊
先
と
し
て
、
彼
は
韓
国
を
電
撃
訪
問
し
た
。
日
本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
の
公
式
訪
問
で
も
あ
っ
た
。
歓
迎
晩

餐
会
で
、
中
曾
根
は
演
説
の
一
部
を
韓
国
語
で
行
っ
た
。
全
斗
煥
大
統
領
と
は
、
日
本
語
、
韓
国
語
で
歌
を
歌
い
合
っ
た
。

「
手
づ
く
り
外
交
」
で
あ
る
。
ま
た
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
の
間
で
は
「
ロ
ン
・
ヤ
ス
」
と
呼
び
合
う
信
頼
関
係
を
築
き
、

「
不
沈
空
母
」
と
い
っ
た
刺
激
的
な
発
言
も
厭い

と

わ
な
か
っ
た
。
一
九
八
三
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

中
曾
根
は
安
全
保
障
問
題
に
も
積
極
的
に
発
言
し
、
記
念
写
真
の
撮
影
の
折
に
は
ホ
ス
ト
の
レ
ー
ガ
ン
の
横
に
収
ま
り
、
日

本
の
存
在
感
を
示
そ
う
と
し
た
。「
日
本
の
首
相
が
隅
に
立
つ
の
で
は
税
金
を
出
し
て
い
る
国
民
に
申
し
訳
な
い
」
と
、
彼

は
考
え
て
い
た（
32
）。
の
ち
に
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
夫
妻
を
「
日
の
出
山
荘
」
で
も
て
な
し
た
。
先
述
の
よ
う
に
、「
ア
メ

リ
カ
人
は
牧
場
で
い
い
わ
け
で
す
よ
。
と
く
に
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
馬
が
好
き
で
、
牧
場
で
よ
く
馬
に
乗
っ
て
い
た
か
ら
、
田
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舎
に
連
れ
て
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」
と
、
中
曾
根
は
回
想
し
て
い
る（
33
）。
劇
団
四
季
の
演
出
家
、

浅
利
慶
太
の
知
恵
も
借
り
た
。
ま
た
八
五
年
に
ソ
連
で
チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
が
死
去
す
る
と
、
中
曾
根
は
自
ら
葬
儀
に
赴
き
、
後

任
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
会
談
を
強
引
に
取
り
付
け
た
。
総
じ
て
彼
は
、
世
界
の
中
の
日
本
を
体
現
し
よ
う
と
し
、
主
要
国

の
指
導
者
た
ち
と
の
個
人
的
な
信
頼
関
係
を
重
視
し
た
。

　

内
政
で
は
、
党
内
基
盤
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

で
あ
っ
た
こ
と
や
、
農
家
や
自
営
業
な
ど
の
旧
中
間
層
か
ら
都
市
部
の
「
新
中
間
層
」

に
支
持
を
広
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
な
ど
か
ら（
34
）、
中
曾
根
は
一
方
で
直
接
世
論
に
働
き
掛
け
、
他
方
で
首
相
の
権
限
を
制

度
的
に
強
化
し
て
、「
大
統
領
的
首
相
」
と
し
て
振
る
舞
お
う
と
し
た
。

　

す
で
に
防
衛
庁
長
官
時
代
か
ら
、「
電
通
に
も
頼
ん
だ
ん
で
す
。
渡
辺
プ
ロ
と
も
提
携
し
て
、
ハ
ナ
肇
さ
ん
や
高
橋
圭
三

さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
、
テ
レ
ビ
演
説
の
講
習
会
を
や
っ
た
ん
で
す
」
と
、
中
曾
根
は
語
っ
て
い
る（
35
）。
ハ
ナ
は
有
名
な

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
で
あ
り
、
高
橋
は
日
本
初
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、
の
ち
に
自
民
党
か
ら
参
議
院
選
挙
に
出
馬
し
一
期

務
め
た
。
日
本
版
セ
レ
ブ
政
治
家
、
い
わ
ゆ
る
タ
レ
ン
ト
議
員
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
坐
禅
や
テ
ニ
ス
、
水
泳
と
い
っ
た
、

中
曾
根
の
日
常
生
活
も
テ
レ
ビ
に
恰
好
の
「
絵
」
を
提
供
し
た
。
身
長
一
七
八
セ
ン
チ
の
中
曾
根
は
、
テ
レ
ビ
映
え
が
よ
か

っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
同
様
、
彼
は
図
表
を
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
で
わ
か
り
や
す
く
政
策
を
説
明
し
よ
う
と
も
し
た
。

　

中
曾
根
首
相
は
三
公
社
の
民
営
化
を
実
現
し
た
が
、
こ
れ
は
鈴
木
内
閣
時
代
に
彼
が
行
政
管
理
庁
長
官
と
し
て
取
り
ま
と

め
に
あ
た
っ
た
、
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
の
提
言
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
臨
調
は
「
国
民
の
参
政
権
の
及
ば
な
い
立
法

府
と
し
て
の
権
威
」
を
帯
び
た
と
の
指
摘
も
あ
る（
36
）。
同
様
に
一
九
八
四
年
に
は
、
自
由
主
義
的
な
教
育
改
革
の
た
め
に
、

中
曾
根
首
相
は
臨
時
教
育
審
議
会
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
八
五
年
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
問
題
で
も
八
六
年
の
防
衛
費
の

対
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
一
パ
ー
セ
ン
ト
枠
の
見
直
し
問
題
で
も
、
中
曾
根
は
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
を
設
置
し
て
、

自
ら
の
方
針
を
正
当
化
し
実
現
し
て
い
っ
た
。
よ
り
制
度
的
に
は
、
中
曾
根
首
相
は
八
六
年
に
内
閣
安
全
保
障
室
を
設
置
し
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て
、
初
代
室
長
に
警
察
官
僚
の
佐
々
淳
行
を
充
て
た
。
田
中
角
栄
が
病
に
倒
れ
る
と
、
中
曾
根
の
政
治
的
自
由
度
は
増
し
て
、

八
六
年
の
参
議
院
選
挙
に
合
わ
せ
て
衆
議
院
を
解
散
し
、
圧
勝
し
た
。
そ
の
た
め
彼
の
総
裁
任
期
は
一
年
延
長
さ
れ
、
後
任

を
め
ざ
す
竹
下
、
安
倍
、
宮
澤
喜
一
の
「
ニ
ュ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
」
に
対
す
る
影
響
力
も
増
大
し
た
。
諮
問
機
関
の
活
用
と
官

邸
の
機
能
強
化
、
そ
し
て
解
散
権
の
行
使
│
│
い
ず
れ
も
「
大
統
領
的
首
相
」
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
よ
り
本
格
的
な
内
閣
機
能
の
強
化
と
自
民
党
総
裁
の
権
限
を
十
全
に
活
用
し
、
靖
国
神
社
に
参
拝
を

続
け
、
そ
し
て
郵
政
民
営
化
の
た
め
に
衆
議
院
解
散
を
断
行
し
た
の
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
小
泉
は

ワ
ン
・
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
し
、
テ
レ
ビ
を
効
果
的
に
利
用
し
た
。
中
曾
根
の
政
治
手
法
は
、
小
泉
に
い
た
る
二
十
一
世
紀

の
新
し
い
政
治
ス
タ
イ
ル
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る（
37
）。
た
だ
し
、
小
泉
の
「
劇
場
型
政
治
」
と
「
ワ
ン
・
フ
レ
ー

ズ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」
は
、
映
画
よ
り
も
彼
の
愛
し
た
歌
舞
伎
の
見み

得え

に
近
く
、
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
た
説
明
や
説
得
に
は

乏
し
い
。

　

レ
ー
ガ
ン
と
は
異
な
り
、
引
退
後
の
中
曾
根
は
精
力
的
に
言
論
活
動
を
続
け
、
日
本
の
政
治
家
に
は
珍
し
く
多
く
の
回
顧

録
を
含
む
書
物
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
に
は
世
界
平
和
研
究
所
を
設
立
し
、
安
全
保
障
問
題
を
中
心
に
内
外
情

勢
に
つ
い
て
の
研
究
と
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
引
退
後
も
吉
田
茂
が
執
筆
を
重
ね
、
五
九
年
に
日
本
国
際
問
題
研
究
所

を
設
立
し
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
よ
う
。

　

で
は
、
映
画
と
政
治
の
関
係
を
、
ま
ず
映
画
と
首
相
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う（
38
）。

　

ア
メ
リ
カ
と
異
な
り
、
戦
前
の
日
本
映
画
が
政
治
指
導
者
を
描
く
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

「
神
聖
不
可
侵
」
の
天
皇
を
映
画
化
す
る
こ
と
は
不
敬
罪
に
該
当
し
た
。
皇
室
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
衣
笠
貞
之
助

監
督
『
日
輪
』（
一
九
二
五
年
）
が
、
邪
馬
台
国
の
卑
弥
呼
を
描
い
た
こ
と
で
物
議
を
醸
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
に
つ

い
て
は
、
行
幸
や
観
兵
式
、
観
艦
式
な
ど
の
馬
上
や
車
上
の
姿
が
数
本
の
記
録
映
画
に
残
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う（
39
）。
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戦
後
で
は
、
亀
井
文
夫
監
督
が
記
録
映
画
『
日
本
の
悲
劇
自
由
の
声
』（
一
九
四
六
年
）
で
、
昭
和
天
皇
の
姿
が
軍
服
か
ら
背

広
に
変
わ
る
と
こ
ろ
を
映
し
出
し
て
、
戦
争
責
任
を
示
唆
し
た
。
そ
の
た
め
、
吉
田
首
相
の
要
請
を
受
け
た
連
合
国
最
高
司

令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
か
ら
、
こ
の
映
画
は
上
映
中
止
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
不
敬
罪
の
廃
止
は
翌
四
七
年
）。

　

首
相
は
記
録
映
画
や
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
は
し
ば
し
ば
登
場
し
た
が
、
実
在
か
架
空
か
を
問
わ
ず
映
画
の
登
場
人
物
に
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
木
下
恵
介
監
督
『
陸
軍
』（
一
九
四
四
年
）
は
陸
軍
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
で
、
日
清
戦
争
後
の
三
国
干

渉
を
回
想
す
る
シ
ー
ン
に
陸
軍
大
臣
の
山
県
有
朋
が
登
場
す
る
。
こ
れ
な
ど
は
稀
有
な
例
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
科せ

り
ふ白

は
な

い
。
権
力
が
映
画
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
映
画
が
政
治
権
力
者
を
自
由
な
素
材
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　

戦
後
の
日
本
映
画
で
は
、
三
隅
研
次
監
督
『
巨
人
大
隈
重
信
』（
一
九
六
三
年
）
が
大
隈
の
半
生
を
描
い
て
お
り
、
伊
藤

博
文
ら
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
岡
本
喜
八
監
督
『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』（
一
九
六
七
年
）
で
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

を
め
ぐ
っ
て
、
鈴
木
貫
太
郎
首
相
が
重
要
な
脇
役
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
天
皇
も
顔
の
映
ら
な
い
形
で
登
場
す
る

（
八
代
目
松
本
幸
四
郎
が
演
じ
て
い
る
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
な
い
）。
公
開
年
の
十
二
月
二
十
九
日
に
、
昭
和
天
皇
は
こ
の
作
品
を

家
族
と
観
賞
し
て
い
た
と
い
う（
40
）。
さ
ら
に
、
森
谷
司
郎
監
督
『
小
説
吉
田
学
校
』（
一
九
八
三
年
）
が
、
吉
田
首
相
を
主

人
公
に
し
て
い
る
。「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
を
提
唱
す
る
首
相
の
時
代
に
、
戦
後
政
治
の
原
点
と
な
っ
た
首
相
が
、
正
面

か
ら
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
鳩
山
一
郎
、
岸
信
介
や
池
田
勇
人
、
佐
藤
栄
作
、
そ
し
て
、
若
き
日
の
田
中
角
栄
や
中
曾
根
も

登
場
す
る
。

　

戦
後
の
日
本
映
画
に
は
、
架
空
の
首
相
が
時
折
登
場
し
て
き
た
。
最
大
の
ジ
ャ
ン
ル
は
近
未
来
の
Ｓ
Ｆ
で
あ
る
。
危
機
に

際
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
点
で
は
、
日
米
と
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
架
空
の
首
相
た
ち
は
総
じ
て
受
動
的

で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
い
。
顕
著
な
例
外
は
森
谷
監
督
『
日
本
沈
没
』（
一
九
七
三
年
）
で
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あ
る
。
日
本
沈
没
は
ま
さ
に
究
極
の
国
家
的
危
機
で
あ
り
、
首
相
は
準
主
役
と
し
て
冷
静
か
つ
無
私
の
姿
勢
で
難
局
に
対
処

す
る
。
ま
た
、
山
本
薩
夫
監
督
『
皇
帝
の
い
な
い
八
月
』（
一
九
七
八
年
）
で
は
、
自
衛
隊
の
ク
ー
デ
タ
を
背
景
に
、
岸
首
相

を
連
想
さ
せ
る
元
首
相
と
佐
藤
を
思
わ
せ
る
現
職
の
首
相
の
葛
藤
が
描
か
れ
て
い
る
。
有
事
法
制
が
政
治
的
争
点
に
な
っ
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
橋
本
幸
治
監
督
『
ゴ
ジ
ラ
』（
一
九
八
四
年
）
で
は
、
日
本
の
首
相
は
米
ソ
対
立
の
狭
間
で
苦
悩
す
る
。

だ
が
、
架
空
の
首
相
た
ち
が
よ
り
現
実
的
な
設
定
で
厳
し
い
決
断
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
ろ
う
。
日
本
が
北
朝
鮮
と
い
う
具
体
的
な
脅
威
を
「
発
見
」
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
庁
（
当
時
）
も
広

報
の
一
環
と
し
て
映
画
の
製
作
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
製
作
側
も
自
衛
隊
の
活
用
に
商
業
的
な
利
益
を
見
出

す
よ
う
に
な
っ
た（
41
）。

　

次
に
、
中
曾
根
時
代
の
日
本
映
画
の
動
向
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
中
曾
根
時
代
は
角
川
映
画
の
全
盛
期
と
重
な
る
。
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
、
日
本
映
画
と
し
て

は
予
算
規
模
の
大
き
な
角
川
映
画
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
方
式
の
映
画
に
対
応
し
て
い
よ
う
。
作
家
性
が
強

く
「
現
代
的
」
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
と
は
異
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
映
画
の
多
く
は
ミ
ス
テ
リ
ー
や
Ｓ
Ｆ
、

ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
古
典
的
な
ジ
ャ
ン
ル
に
依
存
し
て
お
り
、
こ
れ
も
、
と
り
わ
け
初
期
の
角
川
映
画
に
該
当
す
る（
42
）。

中
曾
根
時
代
と
重
な
る
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
も
、
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は
澤
井
信
一
郎
監
督
『
Ｗ
の
悲
劇
』（
一
九
八
四
年
）、

Ｓ
Ｆ
で
は
大
林
監
督
『
時
を
か
け
る
少
女
』（
一
九
八
三
年
）、 
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
井
筒
和
幸
監
督
『
二
代
目
は
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
』（
一
九
八
五
年
）
な
ど
が
、
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
よ
う
。
ジ
ャ
ン
ル
を
通
じ
た
成
功
と
い
う
意
味
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヘ

リ
テ
ー
ジ
映
画
と
も
重
な
る
。

　

し
か
し
、
中
曾
根
時
代
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
広
く
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
映
画
に
、
強
い
政
治
性
を
看
取
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
八
〇
年
代
初
頭
に
は
、
舛
田
利
雄
監
督
『
二
百
三
高
地
』（
一
九
八
〇
年
）、
松
林
宗
恵
監
督
『
連
合
艦
隊
』（
一
九
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八
一
年
）、
舛
田
監
督
『
大
日
本
帝
国
』（
一
九
八
二
年
）
な
ど
の
歴
史
大
作
が
、
相
次
い
で
作
ら
れ
た
。
だ
が
、
政
治
家
や
政

治
を
直
接
の
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
は
、
先
述
の
『
小
説
吉
田
学
校
』
の
み
で
あ
り
、
歴
史
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て

で
は
な
く
批
判
的
に
検
証
し
た
作
品
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
分
野
で
小
林
正
樹
監
督
の
長
編
『
東
京
裁
判
』（
一
九
八
三

年
）
や
原
一
男
監
督
『
ゆ
き
ゆ
き
て
、
神
軍
』（
一
九
八
七
年
）
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ア
ニ
メ
映
画
で
宮
崎

駿
監
督
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』（
一
九
八
四
年
）
が
地
球
環
境
問
題
を
先
取
り
し
て
い
る
以
外
は
、
同
時
代
の
政
治
を
鋭
く

風
刺
す
る
よ
う
な
作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
「
対
岸
の
火
事
」
で
あ
っ
た（
43
）。
ま
た
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
は
、
大

規
模
な
テ
ロ
や
領
土
を
め
ぐ
る
武
力
衝
突
も
経
験
し
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
や
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
と
違
っ
て
、
日

本
の
首
相
が
暗
殺
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
エ
イ
ズ
や
同
性
愛
を
め
ぐ
る
問
題
も
、
日
本
で
は
ま
だ
米
欧

ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
山
本
監
督
『
不
毛
地
帯
』（
一
九
七
六
年
）
を
除
け
ば
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
が

そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
映
画
に
及
ぼ
し
た
ほ
ど
の
影
響
を
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
は
日
本
映
画
に
は
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
中
曾
根
個
人
と
映
画
や
文
化
、
セ
レ
ブ
と
の
関
係
を
た
ど
っ
て
お
こ
う
。
中
曾
根
が
登
場
す
る
映
画
は
先
述
の

『
小
説
吉
田
学
校
』
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
も
多
く
の
脇
役
の
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
後
も
、
日
本
の
実
在
の
首
相
を
主
人

公
に
し
た
映
画
と
い
え
ば
、
伊
藤
俊
也
監
督
『
プ
ラ
イ
ド
運
命
の
瞬と

間き

』（
一
九
九
八
年
）
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
作

品
も
東
京
裁
判
時
の
東
条
英
機
を
描
い
て
お
り
、
首
相
退
任
後
の
物
語
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
比
べ
て
、
日
本

政
治
の
意
思
決
定
は
文
脈
依
存
度
が
高
く
、
戦
後
の
首
相
の
在
任
期
間
は
総
じ
て
短
く
、
し
か
も
戦
後
日
本
に
は
対
外
的
な

危
機
が
乏
し
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
映
画
の
素
材
に
は
な
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
米
英
で
は
テ
レ
ビ
が
優
れ
た
政
治
ド

ラ
マ
を
手
掛
け
る
こ
と
が
多
い
が
、
日
本
で
は
放
送
法
第
四
条
一
項
二
の
「
政
治
的
に
公
平
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
拘
束
が

あ
る
た
め
、
と
り
わ
け
、
存
命
の
政
治
家
を
ド
ラ
マ
に
は
し
に
く
い
。
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敗
戦
前
に
、
中
曾
根
は
先
述
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
映
画
『
陸
軍
』
を
観
て
、「
日
本
の
悲
劇
的
な
運
命
を
予
感
し
な
が
ら
」

「
滂ぼ

う

沱だ

の
涙
」
を
流
し
た
と
い
う（
44
）。
こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン
で
は
、
田
中
絹
代
の
演
じ
る
母
親
が
、
出
征
し
て
行

く
息
子
を
涙
な
が
ら
に
見
送
る
。
木
下
監
督
は
親
子
の
情
愛
を
描
く
こ
と
で
、
国
策
映
画
に
せ
め
て
も
の
抵
抗
を
試
み
た
の

で
あ
る
。
母
思
い
だ
っ
た
中
曾
根
は
、
こ
の
シ
ー
ン
に
感
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
が
映
画
に
つ
い
て
語

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
中
曾
根
は
俳
句
を
詠
み
、
坐
禅
を
組
み
、
東
西
の
哲
学
や
宗
教
に
つ
い
て
語
っ
た
。
彼
が

体
現
し
て
い
る
の
は
、
大
衆
文
化
で
は
な
く
エ
リ
ー
ト
の
文
化
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
旧
制
高
校
や
海
軍
で
の
生
活
の
影
響

で
あ
ろ
う
か
、
中
曾
根
は
よ
く
歌
を
歌
っ
た
。
歌
を
唱
和
す
る
こ
と
は
、
若
い
エ
リ
ー
ト
の
間
の
み
な
ら
ず
、
エ
リ
ー
ト
と

大
衆
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
も
、
効
果
的
な
手
段
と
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
彼
は
「
憲
法
改
正
の
歌
」

ま
で
作
詞
し
、
レ
コ
ー
ド
化
し
て
い
る
。

　

政
治
家
と
し
て
の
中
曾
根
は
、「
権
力
、
と
く
に
政
治
権
力
は
、
本
来
、
文
化
に
奉
仕
す
る
も
の
で
す
。
文
化
発
展
の
た

め
、
文
化
創
造
の
た
め
の
サ
ー
バ
ン
ト
（
奉
仕
者
）
な
の
で
す
」
と
語
っ
て
い
る（
45
）。
彼
に
と
っ
て
、
文
化
は
「
自
然
的
共

同
体
」
と
し
て
の
国
民
の
存
在
証
明
で
あ
り（
46
）、
庇ひ

護ご

す
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
大
衆
文
化
を
含
め
た
文
化
を
、
政
治
や

外
交
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
発
想
は
、
日
本
の
経
済
力
の
低
下
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
に
な
る

と
、「
ク
ー
ル
・
ブ
リ
タ
ニ
ア
」
を
真
似
て
、「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

演
出
家
の
浅
利
慶
太
や
指
揮
者
の
小
澤
征
爾
ら
著
名
な
文
化
人
と
も
、
中
曾
根
は
交
流
が
深
か
っ
た
。
当
時
の
政
治
家
と

し
て
は
、
こ
れ
は
異
例
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
一
九
八
〇
年
ま
で
参
議
院
で
は
全
国
区
が
あ
っ
た
た
め
、
六
〇
│
七
〇
年
代
は

タ
レ
ン
ト
議
員
が
続
出
し
た
が
、
中
曾
根
首
相
時
代
の
八
三
年
に
全
国
区
が
廃
止
さ
れ
、
比
例
代
表
制
厳
正
拘
束
名
簿
式
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
タ
レ
ン
ト
議
員
は
減
少
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に
個
人
名
で
も
投
票
で
き
る
比
例
代
表
制
非
拘
束
名
簿

式
に
改
め
ら
れ
て
、
再
び
タ
レ
ン
ト
議
員
が
増
加
し
た
。
た
だ
し
、
日
本
の
タ
レ
ン
ト
や
テ
レ
ビ
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
政
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治
的
発
言
を
す
る
者
に
は
、
具
体
的
な
政
治
活
動
に
身
を
投
じ
る
者
は
少
な
く
、
政
治
家
に
な
っ
た
者
で
も
明
確
な
政
策
や

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
者
は
少
な
い
。
ま
た
、
米
欧
の
セ
レ
ブ
と
異
な
り
、
日
本
の
タ
レ
ン
ト
政
治
家
に
は
、
対
外

的
な
発
信
力
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
へ
の
関
心
が
著
し
く
乏
し
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
セ
レ
ブ
外
交
は
、
圧

倒
的
に
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
中
心
で
あ
る（
47
）。
逆
に
、
メ
デ
ィ
ア
露
出
の
み
を
め
ざ
す
よ
う
な
政
治
家
の
タ
レ
ン
ト
化

が
、
日
本
で
は
進
ん
で
い
よ
う
。
中
曾
根
の
体
現
し
た
エ
リ
ー
ト
文
化
の
後
退
は
、
政
界
で
も
顕
著
な
の
で
あ
る
。

「
幻
の
橋
」

　

レ
ー
ガ
ン
を
案
内
人
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
映
画
と
政
治
の
関
係
を
た
ど
る
旅
も
、
い
よ
い
よ
こ
こ
が
終
着
点
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
長
い
旅
路
を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　

十
九
世
紀
の
末
に
ア
メ
リ
カ
が
世
界
の
大
国
の
一
角
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
映
画
が
誕
生
し
た
。
一
九
一
一
年

に
生
ま
れ
た
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
は
、
そ
の
映
画
と
共
に
育
っ
た
最
初
の
世
代
に
属
す
る
。
ア
メ
リ
カ
が
大
恐
慌
に
陥
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
情
勢
が
風
雲
急
を
告
げ
る
中
で
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
再
来
た
る
Ｆ
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
大
統

領
に
就
任
し
、
世
論
や
議
会
に
直
接
働
き
掛
け
て
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
。
現
代
大
統
領
制
の
確
立

で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
も
全
盛
期
を
迎
え
、
ス
タ
ジ
オ
・
シ
ス
テ
ム
と
自
己
検
閲
に
支
え
ら
れ
た
、
観
客
の
理

解
や
感
情
移
入
の
容
易
な
物
語
性
重
視
の
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
量
産
し
、
あ
る
べ
き
大
統
領
像
を
提
供
し
た
。
現
代

大
統
領
制
と
映
画
の
邂か

い

逅こ
う

で
あ
る
。
前
者
は
後
者
に
テ
ー
マ
を
、
後
者
は
前
者
に
支
持
を
与
え
た
。
さ
ら
に
、
戦
争
が
両
者

の
関
係
を
補
強
し
た
。「
ダ
ッ
チ
」
と
呼
ば
れ
た
若
者
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
黄
金

の
声
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
、
自
ら
も
ラ
ジ
オ
局
に
職
を
得
て
、
や
が
て
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
転
じ
た
。
現
代
大

統
領
制
と
古
典
的
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
養
分
を
、
レ
ー
ガ
ン
は
充
分
に
吸
収
し
た
の
で
あ
る
。
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統
とう

領
りょう
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代
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大
だい

統
とう

領
りょう

制
せい

と映
えい

画
が
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